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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・日々使用している身近なもの、玩具や遊具

・アイパッド

令和６年７月～令和７年３月

・2月

福生市福生２１４３－１１

社会福祉法人不動福祉会

「ゆらゆら」

・日々の生活や活動の中で、子ども自らが「ゆらゆら」と言葉に出し探求する姿から、遊び

の中で「ゆらゆら」を発見したり体験することができるように考えた。

・前回の気づきより「ゆらゆら」の種類についての気づきや展開へと繋げる。

不動の森こども園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・遊びながら自ら「ゆらゆら」を発見し身体を通して揺れることに気づくことができたようで、日常の遊びがさら

に満足したようである。

・日常の中での大人にとって当たり前で些細なことは、子どもにとっては大きな体験、貴重な経験となるというこ

とを改めて実感した。

・身近なものから「ゆらゆら」を探求する

・子どもの活動や様子から「ゆらゆら」への意識を高める

・公園では様々な固定遊具が設置され、どれで遊ぼうかと遊具に興味津々であった。子ども同士で好きな遊具で身

体を動かし遊びに満足してくると「ゆれてる」と身体の揺れに気づき言葉を発する子がいた。その遊具に友だちが

集まり遊具を動かして揺らしては「ゆらゆら」だということに気づくことができていた。その体験を保育者に嬉し

そうに「見て、ゆらゆらあったよ」と伝えていた。


